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活動報告

2020.12.17 東北フォーラム 令和2年度マッチングイベント



フォーラムリーダー
石川 雅美

（東北学院大学工学部教授）

フォーラムリーダー 石川 雅美（東北学院大学工学部）

企画委員長 遠藤 敏雄（(株)復建技術ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）

企画委員 小野 泰太郎（(株)小野建築研究所）佐々木 茂隆（(株)小野工業所）

阿部 裕彰（鹿島建設(株)東北支店）新銀 武（(株)中央ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ）

赤羽 修（ﾆﾁﾚｷ(株)東北支店）

金子 雅明（ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ(株)東北支社）林 昭宏（(株)ﾌｼﾞﾀ東北支店）

行政会員のインフラメンテナンスに関する課題に対して、企業会員が技術やノウハウを提案するマッチングイ

ベントなどを実施し、話題提供や情報共有を図るとともに、産学官、企業間の連携推進ならびに自治体間の情報

共有の促進を目指した活動を行っています。

活動概要

東北フォーラム企画委員
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～ 令和元年度は仙台、青森、秋田でマッチングイベント開催 ～



活動紹介パンフレット作成
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○東北地方整備局直轄事務所等を通じて東北管内の自治体に配布

○フォーラムリーダー、企画委員長、企画委員、支援団体により各種イベント等で配布

○今後、建設技術公開【EE東北’21】等のイベントで配布予定

○電子版は東北フォーラムのHPに公開中



自治体訪問活動

インフラメンテナンス国民会議 東北フォーラム 活動報告
Japanese  Congress  fo r  In f ras t ruc tu re  Management

○日時：10月15日～16日

○メンバー：石川フォーラムリーダー、遠藤企画委員長、小野企画委員(小野建築研究所)、
秋田県県土整備コンサルタンツ協会 伊藤会長(支援団体)、東北フォーラム事務局

○秋田県内の自治体(会員・非会員)を訪問し、首長及びインフラメンテナンス担当者と面談

■秋田放送「ＬｉｖｅＮｅｗｓあきた」
『産学官連携でインフラ維持を自治体に呼びかけ 秋田』

令和２年１０月１５日（木）１９：００

○意見交換会では、『自治体の技術系職員不足』や『増加する公共の遊休施設の活用方法』
『数多く抱える橋梁の維持管理』等の課題が挙げられた。

○当フォーラムの目指す理念の普及、啓発と国民会議への入会を呼び掛け、自治体の抱える
課題についての意見交換を実施



行政会員増加

インフラメンテナンス国民会議 東北フォーラム 活動報告
Japanese  Congress  fo r  In f ras t ruc tu re  Management

○令和2年4月時点：東北自治体加入数68 加入割合29%(全国平均44%)

○令和2年12月時点：東北自治体加入数113（＋45）加入割合48%(全国平均50%)
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インフラマネジメントシンポジウム2020共催
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○土木学会主催のイベントに共催し、講演やパネルディスカッションを通して、新しい東北を
創生するためのインフラのあり方を発信

・パネルディスカッション
「これからの社会とインフラのあり方を考える」

・パネリスト：家田仁土木学会会長、久田真教授
梅野局長、深松努仙台建設業協会会長

・司会進行 ：飛田善雄（東北学院大学教授）

閉会の辞：石川雅美（東北ﾌｫｰﾗﾑﾘｰﾀﾞｰ）

土木学会会長 家田 仁教授


